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３学期は新学年の「０学期」 

校長 酒井 敬子 

明けましておめでとうございます。本年も教職員一同、

子どもたちのために尽力してまいります。引き続き、本校の

教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたしま

す。 

さて、新しい年が始まりました。学校では、さっそく席書

会を行ったり３学期のめあてを考えたりするなど、気持ちも

新たに学校生活をスタートさせました。私は始業式の講話

で、表題の「３学期は新学年の『０学期』」ということについ

て話しました。 

これは、今年度の校内研究で講師に来てくださってい

る、世田谷区立芦花小学校の 石田 孝士 校長先生から

教えていただいた言葉です。３学期は登校する日数が少

なく、「１月は行っちゃった、２月は逃げちゃった、３月は去

っちゃった。」と例えられるように、アッという間に終わって

しまう学期です。新学年に向けての準備期間だということ

が端的に表せているので、子どもたちにこの時期の大切さ

が伝わったようでした。 

校長２年目の令和５年４月から６月にかけて、なかなか

新しい環境になじめない子どもたちを多く見ました。教師も

子どもも、「３学期は新学年の『０学期』」という意識をもって

学校生活を送ることで、新しい学年や中学校への接続がス

ムーズになるのではないかと考えています。新学年に期

待をもたせ、見通しをもたせる活動を取り入れながら、学校

生活を送らせてまいります。 

ご家庭での過度なプレッシャーは必要ありません。た

だ、子どもたちが元気に過ごせるように、「早寝・早起き・朝

ごはん」を徹底させていただけると大変有難いです。何卒

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

  

児童の自己肯定感や自己有用感を育む特別活動 

～学級活動の充実を通して～ 

研究推進委員長  

本校では、児童の自己肯定感や自己有用感を育むために、

特別活動（学級活動）の授業研究に取り組んでいます。 

学級活動、特に学級会の時間では、学級の課題を解決す

るために、全員で話合ったり活動を行ったりします。 

例：２学期がんばったね集会をしよう、学級旗を作ろう、 

 お祭り集会をしよう、学芸会を振り返ろう  など 

一人一人が互いを認め合う学級を作ることが、自己肯定

感や自己有用感を高めることにつながります。 

よりよい授業を目指し、今年度も各学年が研究授業を行

いました。教職員一同、引き続き研鑽を重ねて参ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

スクールカウンセラー出勤日＊毎週月曜日・毎週金曜日 

変更することがあります。 

 

日 曜 行      事 

1 月 元日～３日（水）まで   完全機械警備  

４ 木  

5 金 冬季休業日終 

8 月 成人の日 

9 火 始業式  席書会 

10 水 
特別時程 安全指導 給食始 席書会 

身体計測（2年） 

11 木 身体計測（6年） 

12 金 
5時間授業 連合書展始  

委員会活動 身体計測(5年) 

13 土 ものづくり教育・学習フォーラム 

15 月 
校内書初展始 身体計測(4年)  

家庭学習定着週間（19日まで） クラブ活動 

16 火 身体計測（3年） 

17 水 
特別時程 午前授業（1～5年） 

蓮沼中学校体験授業（5・6時間目）（6年） 

18 木 
連合書初展終  身体計測(1年) 

５時間授業(6年) 運動集会  

19 金 避難訓練 午前授業(1年) 

22 月 クラブ活動  

23 火 特別時程  

24 水 特別時程 午前授業 校内研究授業(1年 3組) 

25 木  

26 金 学校公開（1日目） 

27 土 学校公開（2日目） 校内書初展終 

29 月  

30 火  

31 水 特別時程 午前授業 

おなづか  
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☆☆大谷翔平選手から☆☆ 

大谷翔平選手によるグローブの寄付にあたり、大谷

選手からのメッセージが届いています。 

「私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を

与え、勇気づけるシンボルとなることを望んでいま

す。それは、野球こそが私が充実した人生を送る機

会を与えてくれたスポーツだからです。グローブを

寄贈することで、子どもたちが野球というスポーツ

に触れ、興味をもつきっかけになってほしいと願っ

ています。」 


